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との連絡調整など，若手の人材育成にも尽力され，環境部会シンポジ

ウムの円滑な運営および部会活動の活性化に大きく貢献しています。

   
［2］ 環境部会水環境分科会による国内および国際シンポジウムの

運営

環境部会水環境分科会では，水環境分野の研究者のネットワー

クを幅広く構築すると共に，独自の活動を行って参りました。そ

の中で末永氏は，オーガナイザーとして，2022年2月の同分科会

によるミニシンポジウム「藻場造成による炭素固定の推進とそのク

レジット活用」の運営に携わられ，藻場造成やその機能の評価と

いった技術的な側面だけでなく，ブルーカーボンクレジットの活

用といった，ブルーカーボンの社会実装への道筋について幅広い

情報を発信に多大なる寄与をされました。さらに，2024年12月

にはその後継となる国際シンポジウム「ブルークレジットの現状と

将来」を企画し，オーガナイザーとして連絡調整や事務作業の中心

メンバーとして精力的に携わられると共に，当日は座長として同

シンポジウムの実施にあたって重要な責務を担われることとなっ

ており，分科会の活動の活性化にも大きく貢献されています。

以上の理由により，末永氏のこれまでの献身的な尽力は，これ

までの環境部会の活動活性化，および今後の更なる活性化への貢

献につながることが期待されることから，部会CT賞の受賞に相応

しいと認められました。

   
分離プロセス部会における部会活動の運営，

若手の会発足，情報管理と周知
佐伯�大輔　氏（群馬大学）
【分離プロセス部会】

分離プロセス部会は2003年3月に発足し，下部組織である膜工

学分科会，固液分離分科会，蒸留分科会，吸着・イオン交換分科会，

抽出分科会の5つの分科会からなります。分離プロセス部会の会

員数は581名を超える大きな組織となっています。佐伯氏は分離

プロセス部会のうち，膜工学分科会で独自に活動を行ってきまし

たが，部会の活動にも大きく寄与しています。

①部会活動の活性化

2023年から部会の広報担当幹事を務め，部会のホームページや

ニュースレターの刊行等を通して，産学連携・会員サービス委員会，

企画委員会，教育委員会により実施される部会のさまざまな活動に

関する情報を会員に提供し，部会活動の活性化に大きく寄与してい

ます。例えば，部会が開催する各種行事や，秋季大会における部会

ポスターセッションの受賞者情報，海外発表・調査補助やJCEJ総

説論文の掲載料支援などの活動活性化制度の周知などの情報発信

を，ホームページを有効に活用することで積極的に行ってきまし

た。また，年2回開催される部会の幹事会でも組織運営や活動につ

いて積極的に発言し，部会の活性化に貢献しています。化学工学年

鑑の執筆など，分科会レベルの広報活動においても貢献しています。

②部会に関連する国際会議を企画発案，もしくはその運営

2023年11月に沖縄で開催された第12回分離技術国際会議

（ICSST23）のDセッション Membrane Separation / Fluid-solid 

Separationにおいてオーガナイザーを務め，また10件の口頭発表

のうち5件の口頭発表（1件の基調講演を含む）と36件のポスター

発表の座長も務め，膜工学分野のセッションの企画・運営に大き

く携わっています。

また，2023年7月に幕張メッセで開催された国際膜学会議

（ICOM2023）においてもプログラム委員及び総務委員を務め，要

旨審査やプログラム編成，会期中の会場運営業務など，本会議の

企画・運営に大きく携わっています。

③部会の新しい研究グループ等の立ち上げ

分離プロセス部会の若手の会の創設に先駆けて，2024年の年会

時に有志で会合を開き，活動方針や秋季大会における活動内容に

ついて協議してきました。これに基づき，2024年9月の秋季大会

において，部会における若手研究者間および分科会間の連携の強

化を目指した『未来塾』を創設し，初日に総会を行いました。未来

塾には分離プロセスに携わる産官学の25名の会員が登録されてい

ます。また，秋季大会3日目には分離プロセス部会シンポジウム

として，様々な分科会に所属する産学官の若手研究者の交流・情

報交換を目的としたポスターセッションを初めての試みとして企

画・運営しました。今後も部会の幹事会などでも積極的に発言し

ていただき，未来塾のみならず，部会の活性化に向けても尽力し

ていただきます。

④部会の会員増強

部会の広報担当として既会員への知り合いの研究者や技術者へ

の化学工学会や分離プロセス部会への入会の積極的な呼びかけ，

また未来塾の創設により化学工学会への入会者も増加しており分

離プロセス部会の会員増強に寄与しています。未来塾は創設したば

かりですが，既に企業の若手技術者と研究者も参加しており，今後

は大学の卒修了生や企業の若手技術者・研究者への積極的な呼び

かけも行っていただき，さらなる会員増に活動していただきます。

佐伯氏は部会に対して十分な活動を行ってきましたし，今後の

部会活動や会員増にも大きく寄与されると期待できます。

以上の理由により，部会CT賞の受賞に相応しいと認められました。

（静岡大学 福原長寿）

　　　　　　左（スクリーン）：佐伯�大輔　氏
　　　　　　右　　　　　 　：福原�長寿　部会CT長

また、2023 年 7 月に幕張メッセで開催された国際膜

学会議（ICOM2023）においてもプログラム委員及び

総務委員を務め、要旨審査やプログラム編成、会期中

の会場運営業務など、本会議の企画・運営に大きく携

わっています。 
③部会の新しい研究グループ等の立ち上げ 
分離プロセス部会の若手の会の創設に先駆けて、

2024 年の年会時に有志で会合を開き、活動方針や秋季

大会における活動内容について協議してきました。こ

れに基づき、2024 年 9 月の秋季大会において、部会に

おける若手研究者間および分科会間の連携の強化を目

指した『未来塾』を創設し、初日に総会を行いました。

未来塾には分離プロセスに携わる産官学の 25 名の会

員が登録されています。また、秋季大会 3 日目には分

離プロセス部会シンポジウムとして、様々な分科会に

所属する産学官の若手研究者の交流・情報交換を目的

としたポスターセッションを初めての試みとして企

画・運営しました。今後も部会の幹事会などでも積極

的に発言していただき、未来塾のみならず、部会の活

性化に向けても尽力していただきます。 
④部会の会員増強 
部会の広報担当として既会員への知り合いの研究者

や技術者への化学工学会や分離プロセス部会への入会

の積極的な呼びかけ、また未来塾の創設により化学工

学会への入会者も増加しており分離プロセス部会の会

員増強に寄与しています。未来塾は創設したばかりで

すが、既に企業の若手技術者と研究者も参加しており、

今後は大学の卒修了生や企業の若手技術者・研究者へ

の積極的な呼びかけも行っていただき、さらなる会員

増に活動していただきます。 
佐伯氏は部会に対して十分な活動を行ってきました

し、今後の部会活動や会員増にも大きく寄与されると

期待できます。 
以上の理由により、部会 CT 賞の受賞に相応しいと

認められました。 
 

 

 左（スクリーン）：佐伯 大輔 氏 

 右 ：福原 長寿 部会 CT 長 

 

（静岡大学 福原 長寿） 
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